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地産地消で地域活性
「大丈夫、それ明石がやる。」

兵庫県立加古川東高等学校

「STEAM特講 明石の農業ひろめ隊」

岡田明依 岩佐奈月美 髙尾侑那 中原舞 藤田美瑚

１



兵庫県明石市について ２

◆人口約300,000人
◆面積49,42㎢

◆温暖な気候で災害が少ない
◆瀬戸内海に面して、水産が盛ん
◆子どもの数が増え続けている！

全国戻りたい街ランキング
第１位！

生活満足度関西第１位！
(明石市 市政ガイド2022より）

校内３５１人
明石市に抱くイメージのアンケート

明石市

明石市は水産の
イメージが強い
『水産のまち』



漁獲量の推移 ３

（明石の有名な水産物の漁獲量）

イカナゴ 明石タコ

広報明石２０２０年 １１月１５日 １３２１号 豊かな海特集 2021/8/30 神戸新聞NEXT

明石の水産物の漁獲量は低迷
水産以外の魅力が必要



明石は水産だけ？ ４

明石市

明石市と人口が似ている、加古川市、宝塚市と比較すると

野菜の産出額
が大きい

品目別農業産出額(2019年) 明石市



地産地消の良さ ５

農産物の出荷先別経営体数の割合

地産地消とは
地元で生産された農産物を地元で
消費すること。
近年注目・推進されている。

地産地消のメリット
● 輸送時間が短いため、
鮮度を保つことができる

● 子どもが地場農産物に触れ、
教育の機会となる

● 消費者が地場農産物に愛着
心や安心感を得ることが
できる etc…

明石は地産地消の
割合が兵庫県・
全国より多い！！



明石市の農業の現状 ６

◯明石市の農産物(明石市ホームページより)

スイートコーン 清水のいちごキャベツ
小松菜、ほうれん草、ネギなど

軟弱野菜

◯明石市の地産地消への取り組み(明石市ホームページ / 平成24年3月 明石市農業基本計画より)

・JAあかし直売所として4店舗、JA兵庫南直売所として合計6店舗の直売所を展開
・市民農園
・スイートコーン収穫体験
・もち米の栽培体験

明石市には多くの誇れる農作物があり、地産地消に向けた取り組みをしているが…



明石の野菜は知られていない？！ ７

明石市の農産物が
分からない人が
半数以上を占める

明石市民でさえも
知っている人は少数派

イチゴは
ブランド化により
何人かは知っている

軟弱野菜やキャベツ・
ブロッコリーの
イメージが薄い明石の野菜を知る

機会が無い？？

校内３５１人にアンケート

本校校内アンケートより



消費者からのニーズ ８

地元の農産物をできるだけ選びたいと思った理由は
何ですか。

本校校内アンケートより

多くの人が
地元の農産物を
選びたいと回答

消費者からの
地産地消に対する
ニーズが高い

地元の農産物をできるだけ選びたいと
思いますか。

本校校内アンケートより

多くの人が
安心・安全・
おいしいと回答



９

明石らしくを、あたらしく。

魅力とニーズを兼ね備えた農業は、

明石のあらたな強みになる！！！



明石市は地産地消と近郊農業中心の農業政策な力を入れる

・明石市の農作物は鮮度が命！（軟弱野菜やいちごなど）

➡いちばんおいしい新鮮な状態で販売するため地産地消、近郊農業を促進

…直売所、卸売市場での朝市 / 夕市の開催

・明石市が行う明石市の農作物のＰＲも市内が中心

…地元小学生への収穫体験/植え付け体験

…学校給食への明石市の野菜の提供

…広報あかし（広報紙）での宣伝

一方、６次産業に対する生産者からの声は…

・観光農園に取り組むも、

畑が荒れてしまうことから浸透しなかった

明石市役所にインタビュー
１０

明石市の農業の取り組みを知るために、
明石市産業振興部 農水産課さんへインタビューに伺いました。

明石市役所
農水産課さん

では、地産地消について生産者はどう考えているのだろうか？



農家さんにインタビュー １１
明石市の農業の実情を知るため、

明石市のいちご農家 橋本農園さんへインタビューに伺いました。

橋本農園
橋本 竜介さん

かかわる消費者が限られている
・いちごは繊細な作物➡遠い地域への発送は少ない
・直売所での販売➡お客さんのほとんどは近所から
…価格の安定、リピーター獲得の一方、
新規のお客さんが少なくなる

・ロスの発生➡加工品の販売にも力を入れたい！
農地と住宅地が隣接する「街なか農業」ならではの課題
・６次産業(観光農園やいちごカフェ)への困難
観光農園…畑が荒れることや、近所迷惑の懸念
いちごカフェ…建築基準法や景観、

コストを考えると
街中には場所がない

地産地消の取り組みは消費者の心まで届いていないのかもしれない

Gogleストリートビューより



消費者

明石市における農業の課題 １２

農家明石市

明石の野菜が
“アタリマエ”でない

交流の場が少なく
つながりが弱いため
心の距離が遠い

地産地消の取り組みが
一方通行で

消費者が受け身

都市化による
積極的に挑戦できる環境の不足

消費者が能動的に、農家が消費者の近くで
地産地消に参画できるきっかけが必要!!!



１３

野菜フェスティバルできっかけ作り。

ふれあいマーケットで交流。持続性を生む。

消費者の心に届く、
将来性のある農業へ！



提案①野菜フェスティバル １４

場所:兵庫県立明石公園

内容

・野菜の直売＆明石の野菜を使った料理を提供

・料理は調理希望者（職業、年齢問わず）が担当、

料理には野菜フェスティバル開催時期の明石の旬の野菜を使う

・直売は開催時期の明石の旬の野菜を栽培している農家さんが担当、

料理されている野菜そのものを売る

調理担当者は
調理器具を持参

＋
料理提供スペースは
テント＆長机スタイル
＝コスト削減

（料理提供形式イメージ図）



提案①野菜フェスティバル １５

（明石の野菜の収穫時期カレンダー）

は収穫時期を示す 明石市地産地消推進委員会資料「あかしのめぐみ あかしをたべよう」より

開催時期は収穫カレンダーに沿って

１２月～２月、３月～５月、６月～８月、９月～１１月に分ける

旬の野菜でより明石の野菜の美味しさにふれる!!



提案①野菜フェスティバル １６

明石の野菜を知る機会 ”農業”を売り出す契機 第六次産業に取り組む機会

「地産地消」を 自身が育てた野菜を
体感する機会 売り込む機会

明石の野菜の魅力に気づく 生産意欲up

＆地産地消意識up

人々、市が農業に目を向ける

野菜フェスティバル

市民 市 農家



提案②ふれあいマーケット １７
場所：パピオス明石 あかしこども広場

対象：子育て世代

何売る：明石の野菜を使ったお惣菜

どのように：広場の前にお惣菜を農家さんや農協が作った
お惣菜を販売するブースを作り、そこで販売をする

お惣菜を販売

買って
もらう 明石の野菜の

おいしさに気
づく

もう一度買い
たくなる

直売所行く
持続的な地産
地消

野菜を
買う

Google mapより超駅近
ふれあいマーケットの
流れ



今後の展望 １８



１９まとめ

農産物も魅力の明石水産物が魅力の明石

イメージ転換

まずは市民の認知度をＵＰ⇑

◎野菜フェスティバル ◎ふれあいマーケット
→明石の野菜を認知してもらう →食べるきっかけ作りに

地産地消をきっかけに明石を活性化
水産も農業も！魅力あふれる持続的な都市へ！
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